
農地の区
画整理

　農業後継者が少なくなっている現状で，
農場の区画整理や，配分の換地などを県単
事業の中でもできたら，スマート農業に貢
献できるのではないかと考えている。
　スプリンクラーの設置は両横なので，真
ん中の水路を取り除いて，75ｍから150ｍの
ほ場にしていってもらえれば，これから少
ない農家で2,000ヘクタール以上の畑を運営
できるのではないか。

　スマート農業の効果を十分に発揮させるために
も区画整理など規模の拡大が必要だと認識してい
ます。
　現在，県において実施中の地区では，事業計画
段階で地元の合意をいただいた上で，30アール区
画でほ場整備を行っています。
　未工事部分の区画の変更は，改めて地元の合意
形成が必要なことから，町を通じて県喜界事務所
へ御相談ください。
　また，既存の畦や法面を崩し，区画を広げる事
業については，地域計画に位置づけられた場合
に，実施可能な事業もあることから，町を通じて
県喜界事務所へ御相談ください。

農地整
備課

交通政
策課

経営技
術課

知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
及びそれに対する県の対応等

喜界航路

　現在，日曜日，月曜日に収穫したトマト
を火曜日に出荷し，鹿児島の方で木曜日販
売，水曜日に収穫したトマトを木曜日出荷
し，鹿児島の方で土曜日販売，金曜日収穫
したトマトを土曜日出荷し月曜日販売とし
ているが，喜界航路の船便が変更になり，
木曜日が減便になるということで，水曜日
に収穫したトマトが翌週の月曜日の販売に
なってしまう。
　４月５月の気温が高い次期には鮮度が落
ちて単価が下がってしまうので，そこをな
んとか解決しててほしい。

　県としては，今回の減便は，奄美海運㈱の深刻
な船員不足が理由であると承知しています。
　船員不足の問題については，全国的に深刻化し
ており，奄美海運㈱としても，採用活動に取り組
んではいるものの，資格取得の要件等の理由によ
り，船員の採用難が続いている状況です。
　県としても，船員不足の問題は，大きな課題と
して認識しているところです。
　また，５月７日の住民説明会では，今回の減便
の方針について，町民の皆様から様々な御意見が
寄せられたと承知しています。
　奄美海運㈱によると，今回の減便の判断につい
ては，元々船員不足により安定的な運航に支障を
きたしており，航路の維持のためには，やむを得
なかったとのことです。
　また，奄美海運㈱によると，曜日の選定につい
ては，主に鹿児島市から喜界町への農産物の入荷
の影響が少ない曜日を選定し，減便をしたとのこ
とです。
　県としては，今回の運航スケジュールについて
の御意見を奄美海運㈱にお伝えし，検討を促すと
ともに，引き続き，船員の確保に向け，奄美海運
㈱が行う採用活動等について支援を行ってまいり
たいと考えています。

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

ハーベス
ターオペ
レーター
の確保

　喜界町の基幹作物であるさとうきびは，
収穫作業の97%がハーベスターで収穫してい
るが，ハーベスターオペレーターの高齢化
が進んでいる。
　担い手がいない，育たないという状況の
なかで，島内で難しければ逆に島外から季
節労働で来てもらうとか，外国人に来ても
らうなど色々取り組む課題はあろうかと思
うが，オペレーターの確保，育成について
お願いしたい。

　さとうきびの収穫作業を担うオペレーターの確
保・育成は，さとうきび生産の安定化にとって重
要な課題です。
　島外からの人材確保に向けては，喜界町に設立
されている「特定地域づくり事業協同組合」や労
働力募集アプリの活用，派遣による特定技能外国
人材の受入などの方法がありますが，ハーベス
ターでの収穫作業は，特殊かつ高度な技術を要す
ることから，オペレーターとして活動するまでに
は一定の期間と経験を要します。
　このため，喜界町では，令和６年度から島内で
新たにオペレーターとなりうる候補者を対象にし
た操作研修会を，オペレーター組織や関係機関・
団体が連携して実施していると聞いています。
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知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

地域特性
に着目し
た農業へ
の支援と
多様な農
業の在り
方

　喜界島のような離島には，在来作物や亜
熱帯気候に適した農産物など，他地域には
ない独自の農業資源が多く存在し，こうし
た作物を活用した事業者主導の取組は，地
域の価値を高め，ブランド形成にもつなが
る。
　県としても，制度設計の段階から地域特
性に着目し，こうした挑戦（新しい品目・
栽培方法確立に向けた取組）を後押しする
柔軟な支援体制（農地・販路確保，農産物
加工施設確保等への支援）を構築すること
で，地域ごとの多様性を活かした産業形成
が進み，鹿児島県全体の魅力や競争力の向
上につながるのではないか。
　また，多様な農業の在り方（未確立の新
規品目　を含む経営）を認め，柔軟に挑戦
できる環境を整えることこそが，農業を
「業」として再び魅力ある選択肢にする鍵
になるのではないか。

  新規品目の栽培に当たっては，まずは，販路の
開拓とあわせて，栽培技術を確立することが必要
と考えています。
　このため，県では，令和５年度から「かごしま
の希少フルーツポテンシャル向上支援事業」によ
り，適品種の選定や安定技術の実証に加え，果実
の商品性評価や加工品の試作など，販路開拓につ
ながる支援を行っています。
　あわせて，各地域振興局・支庁に配置している
農業改良普及指導員が，産地や生産者などの多様
なニーズを的確にとらえ，町やＪＡなどの関係機
関・団体と一体となって，栽培技術の指導等に取
り組んでいます。
　県としては，これらの取組を通じて，新たな産
地形成や農家の生産性向上等を図っていることか
ら，新規品目の栽培などに当たっては，まずは，
町や大島支庁喜界事務所に御相談ください。
　なお，農地の確保が必要となる場合は，町の農
業委員会に御相談ください。

農政課

畜産振
興課

規模拡大
に向けた
支援

　喜界町の生産牛農家は，分娩間隔の短縮
や，子牛体重増加の改善を通じて，生産
性，品質の向上を図っているものの，資材
価格の高騰や子牛価格の低迷により，生産
牛農家の経営は厳しい状況にある。
　新規就農者が定着するためにも，農業主
体で生計が成り立つような規模拡大に向け
た支援をお願いする。

　喜界町における子牛価格（税込）は，令和６年
度は約４５万円となっており，直近（令和７年５
月）は約５６万円と上昇傾向にありますが，配合
飼料等の生産資材価格の高止まりなど，厳しい畜
産情勢が続いています。
　肉用牛の規模拡大については，国の「畜産クラ
スター事業」や「畜産基盤再編総合整備事業」，
「肉用牛経営安定対策補完事業」を活用した牛舎
等の整備や飼料収穫機械等の導入を推進していま
す。
　また，家畜導入事業や，優良繁殖雌牛更新加速
化事業等を活用した繁殖雌牛の導入・更新を推進
しています。
　県としては，県開発促進協議会等を通じ，国に
対して，本県の肉用牛の生産基盤の維持・強化に
必要な対策の継続等について要望したところで
す。
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知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

セグロウ
リミバエ
の侵入防
止

　最近，与論島や沖縄島にセグロウリミバ
エが侵入していますと聞いている。
　この害虫が喜界に侵入した場合，出荷停
止等の措置がされるかもしれないとかぼ
ちゃ生産者の中で危機感を持っている。
　セグロウリミバエの奄美群島への侵入を
是非とも阻止していただきたい。

　セグロウリミバエについては，国内では，令和
６年３月に沖縄本島に侵入し，その後，継続して
確認され，本年４月から植物防疫法に基づく緊急
防除(移動制限)が行われています｡
　県では，県内411地点に調査用トラップを設置し
侵入を警戒していたところ，令和７年３月17日に
伊仙町で誘殺されて以降，与論町や知名町で誘殺
が続き，６月には幼虫も確認されています。
　現在,国の植物防疫所や町などと連携して，虫が
確認された周辺の調査や防除（虫の餌となるウリ
科植物等の除去など）に取り組んでいます。
　今後とも，国，町などの関係機関・団体と連携
し，住民の協力もいただきながら，県内へのセグ
ロウリミバエの定着，まん延防止に努めてまいり
ます。

経営技
術課

スマート
危農業危
機導入の
支援

　高齢化，担い手不足でなかなか農家戸数
が増えない中，即戦力がほしいと思って
も，トラクターの運転はすぐには上達しな
い。
　その中で，自動操舵システム搭載のトラ
クターなどを活用し，即戦力として担い手
を育成していきたいと考えているが，機械
購入の助成をしていただきたい。

　スマート農業機器の導入にあたっては，国の補
助事業を活用することができます。また，県の
「さとうきび機械導入等支援事業」において，既
存機械の機能向上としてトラクタの自動操舵シス
テムの追加装備に係る費用を支援しておりますの
で，事業を検討される際は，町や大島支庁農政普
及課に御相談ください。

農産園
芸課

経営技
術課

経営技
術課

さとうき
び農家へ
の支援

　喜界町のさとうきび生産者は，高年齢化
と同時に，生産量の低下が今後心配であ
る。
　新規就農者が，安心してさとうきび栽培
に従事できるよう，補助事業をもっと充実
させてほしい。
　若い就農者に，もっと簡単に機械導入時
の補助事業を利用しやすい環境にしてほし
い。

　県では，新たに農業経営を始める青年等が，５
年後を目標とした計画を作成し，市町村が認定し
た「認定新規就農者」に対して，国の事業を活用
し，経営開始時の早期の経営確立を支援する資金
の交付や就農時に必要な機械・施設等の導入支援
などを行っています。
　この事業には，事業要件があることから，まず
は，町に御相談ください。

就農支援
策の拡充

　兼業農家も対象とする就農支援策の拡充
をお願いしたい。

　県では，新たに農業経営を始める青年等が，５
年後を目標とした計画を作成し，市町村が認定し
た「認定新規就農者」に対して，国の事業を活用
し，経営開始時の早期の経営確立を支援する資金
の交付や就農時に必要な機械・施設等の導入支援
などを行っています。
　喜界町では，営農意欲があり，目標達成が見込
まれる場合，兼業農家であっても，同計画を作成
し，申請できると聞いていますので，まずは，町
に御相談ください。
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知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

土地改良
事業の支
援につい
て

　スマート機械を生かすためも，新たな土
地改良事業の支援をお願いしたい。
　区画整理をすることで，有機農業と地区
を分けて栽培ができればと考えている。

　スマート農業技術等を活用するためにも農地の
区画を拡大する基盤整備は重要と認識していま
す。
　現在，県において実施中の地区は，事業計画段
階で地元の合意をいただいた上で，３０アール区
画でほ場整備を行っています。
　未工事部分の区画の変更は，改めて地元の合意
形成が必要なことから，町を通じ県喜界事務所へ
御相談ください。
　また，既存の畦や法面を崩し，区画を広げる事
業については，地域計画に位置づけられた場合
に，実施可能な事業もあることから，有機農業の
農地整理を含めて町を通じて県喜界事務所へ御相
談ください。

農地整
備課

支援対象
の地域区
分の見直
しについ
て

　優良和子牛生産推進緊急支援事業及び和
子牛産地基盤強化緊急特別対策事業の発動
要件について，離島は本土より価格が安い
ため，現行の「九州ブロック」ではなく，
「離島ブロック」となるよう国に要請して
ほしい。

　繁殖経営に対しては，国において，四半期ごと
の全国の子牛市場の平均売買価格が保証基準価格
の５７万４千円を下回った場合，差額を補給金と
して交付する「肉用子牛生産者補給金制度」が措
置されており，県では，生産者積立金の一部助成
を実施しているところです。
　また，同制度を補完するため，九州・沖縄ブ
ロックの四半期ごとの平均価格が発動基準価格の
６１万円を下回った場合に，１頭あたり１万円か
ら３万円の奨励金を交付する「優良和子牛生産推
進緊急支援事業」も措置されています。
　加えて，令和７年度は，６１万円を下回った場
合に，離島について１頭当たり５万円の奨励金を
交付する「和子牛産地基盤強化緊急特別対策事
業」が措置されたところです。
　なお，国は，「ブロック割を都道府県別とした
場合でも，取引頭数が極めて少ないブロックが生
じ，支援の発動を見越して子牛を買い叩くといっ
たモラルハザードを引き起こし，逆に子牛価格を
引き下げかねないこと等から，ある程度のまとま
りが必要」としています。
　県としては，「肉用子牛生産者補給金制度」の
保証基準価格を見直すとともに，「優良和子牛生
産推進緊急支援事業」及び「和子牛産地基盤強化
緊急特別対策事業」の継続について，県開発促進
協議会等を通じ，国に対して要望したところで
す。

畜産振
興課
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知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
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課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

子牛せり
について

　子牛せり市について，徳之島以南，徳之
島以北に分け，隔月開催にできないか。

　御意見について，家畜市場の開設者である県経
済農業協同組合連合会にお伝えしたところです。
　県経済連からは，「大島地区の家畜市場開催日
については，地域によって不便をお掛けしている
ところもあるが，大島地区での活発な取引や購買
者誘致の観点から購買者の利便性等を踏まえ，現
在の日程にさせていただいている。大島地区の肉
用牛振興のため，地域や購買者等の意見も踏ま
え，日程を計画していきたい。」との見解を得て
おります。

畜産振
興課

有機農業
の推進に
ついて

　有機栽培というものを積極的に増やし，
土地，水，空気，そして人を守るという農
業のあり方を今もう考えていくべきではな
いのかと思っている。
　日本は有機栽培後進国と言われてるみた
いだが，その現状を鹿児島から変えてい
く，鹿児島が先導者となって変えていくと
いう取り組みができないか。
　また，農林水産省が推奨してるみどりの
食料システム戦略に基づいたオーガニック
ビレッジという政策があるが，鹿児島県と
して，この政策について，どのように考え
ているか。
　有機JAS認証取得に係る経費について，最
初の認証取得には補助があるが，更新に係
る補助はないと思う。
　離島では，審査員の旅費，交通費，宿泊
にもプラスされ，有機JAS認証の更新の経費
がかなりかかってきている状態なので，そ
この経費援助，支援，費用援助をなんとか
拡大していただきたい。

　本県における有機農業の取組面積は，令和６年
３月時点で1,603haで，令和元年に比べて約600ha
増加しており，各地域で特徴的な有機農業の取組
が進められています。
　徳之島町など県内５市町では，地域ぐるみで有
機農業の拡大を図るオーガニックビレッジに取り
組んでいます。
　これらの市町では，有機農産物の学校給食での
活用や加工品開発，地元高校と連携して県内外か
ら新規就農希望者の受入や育成など，全国的にも
モデルとなる取組が行われています。
　県では，これらの取組が県内各地に広がるよう
に，市町村等へ働きかけるとともに，新たに有機
農業を開始する農業者への支援や，消費者の理解
促進等に努めてまいりたいと考えています。
　なお，有機ＪＡＳ認証経費については，国にお
いて経費の一部を助成する各種事業が措置されて
いるので，町を通じて大島支庁へご相談くださ
い。

経営技
術課
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知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

農業高校
について

　「かごしまの農業経営・就農支援事業」
という鹿児島県の施策があるが，鹿児島県
の農業高校への進学率，現状とか今後の取
り組みについて教えていただきたい。

　県内には農業に関する学科を設置する公立高校
が10校あり，それらの学校の募集定員に対する充
足率は約５割程度です。
　各学校においては，小中学生を対象とした農業
体験学習や農業高校生による出前授業などを実施
しています。また，県教委が作成した農業高校の
魅力を伝えるＰＲ動画を高校説明会や体験入学等
で活用しています。
　県教委では，昨年度「農業高校の学びの充実懇
話会」を開催し，農業高校における教育内容や教
育環境の改善・充実について幅広い意見をいただ
きました。
　今年度は，「県立高校の将来ビジョン検討委員
会」において，生徒の多様な学びのニーズや生徒
数の減少に対応するため，今後の望ましい県立高
校の教育の在り方について検討していただくこと
となっています。
　その中では，専門高校と産業界との連携・協働
の在り方，地域産業や地域課題解決の担い手育成
などの対応等についても議論していただくことと
されています。
　県教委では，今年度末にいただく予定の検討委
員会の答申を踏まえ，将来ビジョンの策定に向け
て，農業高校も含めた今後の望ましい県立高校の
教育の在り方について検討することとなります。

高校教
育課

経営技
術課

さとうき
び農家の
育成につ
いて

　現在，喜界町のさとうきび生産者の平均
年齢は66.3歳ですが，高年齢化してきてい
る喜界町で稼げるさとうきび生産をするに
は個々が単収をあげる必要があると思いま
す。単収をあげるには栽培技術の向上が考
えられます。そのためには，技術者の育成
が急務だと思う。
　私は県立農業大学校に進学しようと思っ
ているが，さとうきび生産量の多い沖縄県
にも，鹿児島県にも，さとうきびの栽培技
術を教える学科がないのが現状である。
　私は喜界町のさとうきび，奄美全土のさ
とうきび産業のためにも，技術者の育成が
急務だと思う。

　農業大学校では，全ての学科において，農業概
論や農業経営等の科目で，さとうきびに活用でき
る，土壌肥料基礎や病害虫，雑草管理，農業簿記
及び経営分析などの講義や，トラクターなどの大
型機械の操作に必要な，資格取得に向けた講義・
実習を行っています。
　現場においては，普及指導員が，産地や生産者
などの多様なニーズを的確にとらえ，町やJAなど
の関係機関・団体と一体となって，さとうきび等
の地域の基幹作物の栽培技術の指導等に取り組ん
でいます。
　さらに，県では，優れた農業経営を実践し，若
い就農者を指導していただく農業者を「指導農業
士」として認定しています。喜界町には２名の指
導農業士がおり，市町村等と連携した巡回指導や
各種研修会を通じて，若い就農者の育成に協力を
いただいているところです。
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知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））における参加者の主な意見
及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

農地中間
管理機構
について

　農地中間管理機構の取組を強化していた
だきたい。

　農地バンクは，地域農業のあり方や，誰がどの
農地を利用していくかなど，将来の農地の利用を
定めた地域計画に位置づけられた者に賃借等を行
うこととなっています。
　農地バンクでは，農業者等による話合い活動に
参画し，農地の集積・集約化のメリットや，今後
の地域農業をどうするか等について，助言・指導
を行っていると聞いています。
　今後，農地の集積・集約化の話し合いを行う際
は，農地バンクや町を通じて大島支庁へ御相談く
ださい。

農村振
興課
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